
最新のAI駆動開発と

開発者に必要なスキルセット
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2. オーケストレーション能力

3. コンテキストエンジニアリング
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1. あなたの『脳』は大丈夫ですか？
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

バーバラオークレー博士の最新の論文
https://arxiv.org/abs/2506.11015

去年８月の講義

https://www.youtube.com/watch?v=WUFAaqvc

3us&t=1919s
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

５×１０＝５００

あなたはこれを見て、どう感じますか？
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

 人間のIQは教育制度が整備され、
学習することによって年々向上してき
ました

 しかし、1970年代あたりから先進国
ではIQが下がり始めていました

 原因は何でしょうか？

先進各国が『暗記重視』から『考えることを重視』する教育方針にしたから
と言われています

加えて電卓が登場し…計算に関して言えば、暗記も思考も不要になって
しまったこともあります
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

 『Google効果』ってご存じですか？

インターネット検索で容易に得られた情報に対しては、記憶せずに忘れて
しまう傾向のこと

必要な時にいつでも検索できるために、脳が記憶する必要がないと認識し
てしまいます

別名：デジタル健忘症

調べものをした内容をすぐに忘れてしまいがちです

記憶しようとする意欲が低下していきます

 生成AIでも似たようなことが起こると思いませんか？

そうならないようにするためには、どうしたら良いか考えてみましょう



8

あなたの『脳』は大丈夫ですか？

 生成AIのお話の前に、脳科学/認知科学での学習と記憶の話です

会社への車通勤のルートをどう学習し記憶するのかを例にしてみます。

 宣言的回路(ゆっくり思い出す：知っている)

初めてのルートを使うとき、前頭前野から
海馬を経由して長期記憶領域に記録しま
す

a) 初めてのルートを
   使う

b) 同じルートを
繰り返し使う

 手続的回路(瞬時に思い出す：やれる)

繰り返しルートを使うと、前頭前野の監
視機構が海馬経由の記憶を大脳基底
核を経由して長期記憶に移します

 反復学習は正確で素早い判断につな
がります
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

 生成AIのLLMは、脳内の手続的回路と似ています

 Transformerは、手続的回路から記憶を蘇らせる流れと似ています
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あなたの『脳』は大丈夫ですか？

 『認知オフローディング』という言葉をご存じですか？

 『脳の外部委託』とも言われています

脳内の作業を外部の道具などに委ねることを指します

メモ帳を使う ⇒ 電卓を使う ⇒ スマホのアプリを使う…

そして生成AIを使う…

 脳内作業をより高度で複雑な課題や判断に充てることが可能になります

 しかし … 便利になり … 楽になり … そして怠け者になる可能性もあります

 普段から生成AIを壁打ちのパートナーにして自分の脳を鍛えましょう

 パートナーは複数いたほうが心強いです



2. 生成AIの劇的な進化
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 『AIの個人利用が転換点を迎えた』 (by MENLO VENTURES)

https://menlovc.com/perspective/2025-the-state-of-

consumer-ai/

生成AIの劇的な進化
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 米国での最新の調査で、成人の61%がAIを使ったことがあり、

そのうちの5人に1人が毎日使っているとのことでした

 日常生活を構成する5つの活動カテゴリーで使われています

ルーチン業務 (Routine Tasks)

スケジュール調整、買い物調査、書類/メール作成、家計管理/支払い管理、育児、
家のメンテナンス…

一声でワークフロー完遂か、根こそぎ自動化の方向に進んでいます…

学習と自己成長 (Learning & Development)

新スキルの習得、調査と要約、コーディングの学習…

何らかの学習をする人は77%ですが、そのうちAIを使うのは18%にとどまります…

AI駆動開発ツールは今年に入って急増中、ツールも進化中…

AI出力を教材で使うための教師向けツールなどが登場予定…                                        

生成AIの劇的な進化
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 日常生活を構成する5つの活動カテゴリー… その2

身体的・精神的健康（Physical & Mental Health）

ワークアウト作成、進捗提案、栄養提案…

スマートデバイス等による睡眠管理やバイタル管理とアラートなど…

健康情報を調べる人は71%ですが、AIを使う人は20%です

保険や医師との連携によるハイブリッドAIケアは現時点では白紙です

つながり (Connection)

友人や家族と交流する人は76%ですが、AIを使う人は14%のみです…

 Snapchat の My AIが利用者1.5億人を突破しました

マッチング、イベント企画など『人間関係を増幅させるAI』はまだ白紙です

創造的表現（Creative Expression）

生画像・動画・音楽・文章など「創る楽しみ」をAIが民主化しました

ツール各社は透明性確保とパートナーシップ強化を急いでいます

生成AIの劇的な進化
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生成AIの劇的な進化

1960
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⇒第１次AIブーム

Eriza 

⇒第2次AIブーム

エキスパートシステム

⇒第3次AIブーム

機械学習

⇒2017年 生成AIの開発競争に突入 
⇒2022年 生成AIの商用サービス開始 

 Googleの論文 『Attention is All You Need』が全ての始まり

https://arxiv.org/abs/1706.03762

⇒2006年 NNとDLの登場 
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生成AIの劇的な進化

 NN(ニューラルネットワーク)がRNNとCNNに派生した背景

視点 背景・課題 RNN が採用したアプローチ CNNが採用したアプローチ

入力データの構造

汎用の全結合 NN（MLP）は入
力を一次元ベクトルとしてしか
扱えず、空間的・時間的な構造
を無視していた

系列データを時刻 t の状態と次
時刻 t+1 の状態へ“再帰”させる
ことで時間構造を保持

画像の 2D 格子構造をそのまま活
かすため、局所受容野と重み共有
（畳み込み）を導入

パラメータ効率
画像 256×256×3 を全結合層で
扱うと数千万〜数億パラメータ
が必要

CNN の 重み共有（同じフィルタ
を全領域でスライド）により、桁
違いに少ないパラメータで高表現
力を維持

不変性の獲得
画像分類では 平行移動、時系列
では 時間シフト といった同形操
作に頑健であることが重要

RNN（特に LSTM/GRU）は時系
列中のタイミングのずれに頑健

CNN のプーリングやストライド
は位置ずれに対するロバスト性を
獲得

勾配伝播の困難さ
深い MLP は勾配消失/爆発が深
刻化しやすい

RNN はゲート機構
（LSTM/GRU）で長距離依存の
勾配を保持

CNN は層あたりのパラメータが
少なく勾配が安定しやすい
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生成AIの劇的な進化

解決対象 従来モデルの課題 Transformerのアプローチ どう改善したか

RNN 系列モ
デル

① 時間順にしか計算できず並
列化が困難

■ 再帰を捨て Self-Attention のみ
で系列全体を一括処理

入力トークン同士の計算を同時に行
えるため、学習・推論を大幅に高速
化 

② 長距離依存の学習が苦手
■ 各トークンがシーケンス内の全
トークンと直接 “注意” 可能

数千〜数万トークンまで安定に依存
関係を捉えられる

③ 勾配消失／爆発
■ Attention 経路は加算・正規化中
心で安定

深層でも勾配が一定幅で流れ、学習
が崩壊しにくい

CNN 画像モ
デル

④ 受容野が局所に限定
■ Global Self-Attention により初
層から全パッチ間の関係をモデリン
グ

画像全体の大域的文脈を浅い層で把
握、物体間関係を捉えやすい

⑤ カーネル・プーリング
■ 同一メカニズムでサイズ・ス
ケールに柔軟パラメータはヘッド数
や次元設定だけ

画像でもテキストでも同一アルゴリ
ズムを再利用でき、実装保守が容易

共通課題
⑥ タスクごとに別アーキテク
チャが必要

■ Attention + 位置埋め込み という
汎用構成

テキストや画像などを単一フレーム
ワークで扱える “統一プラット
フォーム” を実現

 Transformerが生まれた背景：CNN/RNNの欠点の解決
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生成AIの劇的な進化

 生成AIの進化
スケーリング競争

マルチモーダル化

AIエージェントの登場

汎用AIと特化型AI

ベンチマークの進化

リーズニングモデル/シンキングモデル登場 (LLM/LRM)

MCP登場と普及

エージェンティック化/自律化

課題もたくさん
AIアライメントとコーパス選定

効率的な学習方法

蒸留化やファインチューニング

メモリ効率とコンテキスト長拡大とロングラン化



3. バイブコーディングによるプログラム生成
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バイブコーディングによるプログラム開発

 バイブコーディングとは、生成AIに対して日常使う言葉(自然言語)で作っ
てほしい機能を伝えると、プログラムコードを生成してくれることです

今年の初めにアンドレア カルパシー氏が、これからのAI駆動開発でコード生成する部
分をたとえて使った言葉です

瞬く間に広がって…中には『素人でもプログラムを作れる』とか、『プログラム開発を生成
AIに丸投げできるようになった』とか、『ソフトウエア開発者は失業する』とか…（笑）

もともと生成AIは、記憶したものを返すのは得意でしたが、数学の計算やアルゴリズム
とかの論理的思考は苦手でした

現在はぐんぐん賢くなっていて、経験1～3年のプログラマレベルの作業は任せてよいレ
ベルになっています

開発担当者は生成Aと協働作業(壁打ち)して、完成に持ち込む必要があります



3. バイブコーディングによるプログラム生成

プロンプト エンジニアリング
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

 プロンプトに込める期待は人によって異なります

 受け取ったプロンプトから期待出力を推測するのはLLMによって違います

◼ ChatGPT o3 でのバイブコーディングの例 その1
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

◼ ChatGPT o3 でのバイブコーディングの例 その2
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

◼ Gemini 2.5 Pro でのバイブコーディングの例
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

◼ Claude Sonnet 4 でのバイブコーディングの例 その1
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

◼ Claude Sonnet 4 でのバイブコーディングの例 その２
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

◼ Claude Sonnet 4 でのバイブコーディングの例 その3
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

 非常に単純なプロンプト『自分のスマホで動く歩数計を作ってください』で、
皆さんはどの生成AIが、バイブコーディング向いていると感じましたか？

 一般的なプロンプトエンジニアリングの要点はいろいろと言われていますが…

段階的な思考を促す

ロールを明確にする

明確で具体的な指示をする

コンテキストを含める

 AI開発エージェントは、その開発プロジェクトの理解力や、支援したり自律的に実行
可能な開発プロセス開発フローの深度とカバー範囲が異なります

 最新のバイブコーディングやAI駆動開発でのプロンプトの書き方は、それぞれのAIに
聞いてください
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

プロンプト『Cursor + Claude Sonnet 4 でバイブコーディングする際のプロンプトに
含める内容の要点を教えてください。』

◼ Claude Sonnet 4
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

プロンプト『ClaudeCode でAI駆動開発する際のプロンプトに含める内容の要点を教
えてください。』

◼ Claude Opus 4
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

プロンプト『Gemini CLI でAI駆動開発する際のプロンプトに含める内容の要点を教
えてください。』

◼ Gemini 2.5 Pro
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バイブコーディングによるプログラム開発 プロンプト エンジニアリング

プロンプト『OpenAI Codex でAI駆動開発する際のプロンプトに含める内容の要点
を教えてください。』

◼ ChatGPT o3



3. バイブコーディングによるプログラム生成

最新のAIコーディングエージェント
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 AIコーディングエージェントの進化は他のジャンルより早いです

AI開発ツール 種類 選択可能LLM 制限

Bolt ブラウザ 独自 JSベースWeb

Cursor IDE型 Claude, Gemini, OpenAI/GPT など 自由度が高い

Windsurf IDE型 独自, DeepSeek, Claude, Gemini など 自由度が高い

Devin 対話型 自律型 選択不可でおそらく内製モデル主体 自律動作

ClaudeCode CLI/自律型 Claude Opus 4, Claude Sonnet 4/3.7 自律動作

Gemini CLI CLI/自律型 Jemini 2.5 Pro 自律動作

OpenAI Codex CLI                                                                CLI/自律型 o4-mini, codex-mini など 自律動作
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 代表的なAIコーディングエージェント その１

Bolt：ブラウザ完結型Web開発エージェント

1プロンプトでJSアプリを自動生成してWebコンテナで動作確認できます

Figma／Supabase／Stripe など JS 系 SaaS との公式統合が豊富です

Netlify等へワンクリックデプロイできます

非Web系アプリは作成できません
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 代表的なAIコーディングエージェント その2

Cursor：AIネイティブIDE型コーディングエージェント

VS Code派生のAIコーディングエージェントで、VS Codeの拡張機能をまるごと使えます

VS Codeからの移管がスムーズで、環境をまるごと引き継いでAI活用を開始できます

豊富なLLMモデルをリーズナブルに利用可能です (Claude 3.7 Sonnetで人気に)
開発プロジェクト全域を支援していますが、コーディング以外のドキュメント生成も可能

エラー原因を特定して何度でも自動修復してくれます

リファクタリング、CI/CD対応で、パイプラインフローを生成可能です

TDD対応可能で、明示すればテスト設計とレッドのテストコードを生成します

MCP連携がワンクリックで可能です
最新のバージョンアップで以下が追加されました：

Background Agents：ClaudeCode同様のバックグラウンド処理機能

Bug bot：チームメンバーのコーディングのバグを検出
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 代表的なAIコーディングエージェント その3

Windsurf：AIネイティブIDE型開発エージェント

独立IDE型(自称『エージェントネィティブIDE』)のAIコーディングエージェントです

開発プロジェクト全域を支援しますが、コーディング以外の自動設定範囲は限られています

IDE機能範囲内で自律的に動作し、エラー原因を特定して何度でも自動修復してくれます

リファクタリング、CI/CD対応で、複数ファイルにまたがる自動修正が可能です

TDD対応可能で、明示すればテスト設計とレッドのテストコードを生成します

70以上の開発言語に対応しています

OpenAI社は、この5月にWindsuff社を買収すると発表しています。
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 代表的なAIコーディングエージェント その４

Devin：完全自律型AIコーディングエージェント

開発プロジェクト全域をカバーして、デプロイ/公開まで完全自律で動作可能です

大規模で複雑な開発プロジェクトで自動化したい場合に有効かもしれません

初期プロンプトから初期計画策定(Key Steps)や未解決問題を生成してきます

人はチャットで Devin に要不要の判断や質問への回答に答えていきます

Slack と連携して、メンションのみで依頼ができます、

高機能なだけに、月額$500と高価です
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 IDE型AIコーディングエージェントのお勧めは Cursor です

Cursor のアカウント登録はGitHubのアカウントで進めるのがお勧めです

覚えるべきショートカットは、AIチャット機能on/off (Command+Shift+L, Ctrl+L)

あとは AI に教わりましょう

AIモデルは Claude がお勧めです
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

 Cursorを本格的に使い始める前に、rules を設定しましょう

プロジェクト固有のパターンや制約などをエージェントに伝える仕組みが rules です
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

◼ CursorでのAI駆動開発の例 その1
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

◼ CursorでのAI駆動開発の例 その2
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

◼ CursorでのAI駆動開発の例 その3
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バイブコーディングによるプログラム開発 最近のAIコーディングエージェント

◼ CursorでのAI駆動開発の例 その4



4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発

45



46

エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

 Anthropic社の MCP と ClaudeCode の登場で、AIエージェント
の開発が活発になりました

MCP (Model Context Protocol) の登場で、AIエージェントの開発が楽になる
とともに、AI のエージェンティック化が進んでいます

外部ツールを中心にMCP対応が増えており、MCPがデファクト標準になりつつありま
す

外部ツールは、MCPを介して頭脳に該当するご主人のために力を発揮できるように
なりました

AIエージェントは、MCPを介して手足や目を獲得し、外部記憶や目を利用できる
ようになりました

CLI型のエージェンティックAIツールの ClaudeCode の登場で、開発プロセス全域
での自律的な動作が可能となり、人の関与をさらに減らすことになりました



4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発
MCPで多様な連携を促進
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ MCPで多様な連携を促進

 MCP (Model Context Protcol) とは何か？

Anthropic社が発表した、AIエージェントと外部ツールとのやり取りを標準化したプ
ロトコルです。AIエージェントの開発を促進するための標準とも言えます。

クライアント サーバー型アーキテクチャです

MCP
クライアント

MCP
サーバー

Cursor

Claud

Code
MCP

クライアント

Supabase

MCP
サーバー GitHub

MCP
サーバー Linear

MCP
サーバー Slack

MCP
サーバー Perplexity

MCP
サーバー Shell/FS



4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発
プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

 Anthropic社のClaudeCode登場で、マルチエージェントによる
自律的な協働作業の道が拓かれました

 その特徴は

プロジェクト全体の理解力があり、自律的にワークフローと開発タスクを遂行できます

CLIベースでAI処理をバックグラウンド化でき、AI処理中でも指示の変更や追加ができます

GitHub Actionsで連携したりtmux (ターミナルマルチプレクサ)で動かせば複数セッション
で同時にコード生成させたり指示に基づいたオーケストレーション動作が期待できます

プロンプトのみならず、開発言語や出力ドキュメントも多言語対応です

長時間の自動実行が可能です (最長で7時間の実績あり) 

MCP連携で動作可能です

CursorなどのMCPクライアントから呼び出し利用可能です

GitHubのissuesやPRを自動管理し、コードレビューやトラッキングなどを共有できます

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

 ClaudeCodeで使えるはAnthropic社のLLMとなります。

ClaudeCode はテストや動作確認のための環境構築も自律的に実行しますので、
MacOS 10.15以降、または Linux の Ubuntu 20.04 以降や Debian 10 
以降が必要です。

Windowsで動かすためには WSL (Windows Subsystem for Linux)を使っ
て上記 Linus ディストリビューションを導入する必要があります。

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その1

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その2

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その3

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その4

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その5

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その6

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その7

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その8

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その9

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その10

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その11

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その12

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その13

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その14

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その15

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その16

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その17

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その18

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その19

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その20

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その21

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その22

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでのAI駆動開発の例 その23

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでAI駆動開発した成果物 その１

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 開発プロセス全域をカバー

◼ ClaudeCodeでAI駆動開発した成果物 その2

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでAI駆動開発した成果物 その3

プロジェクトの長時間自律走行
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ

◼ ClaudeCodeでAI駆動開発した成果物 その4

プロジェクトの長時間自律走行



4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発
数人によるアジャイル開発を置き換え
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

 複数の ClaudeCode でチーム開発をAIに代行させることが可能
になりつつあります

PRESIDENT
役割：プロジェク
ト統括責任者

boss1
役割：チームリーダー

worker1
役割：実行担当者A

worker2
役割：実行担当者B

worker3
役割：実行担当者C

tmuxでClaudeCodeを複数動かしてチーム開発を代行するいろいろな試みが公
開され始めています
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

 西本氏がGitHub上でtmuxを使ったデモを公開しています

 “nishimoto265/Claude-Code-Communication”をクローンしてください

https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-

Communication

• git clone https://github.com/nishimoto265/Claude-e-
Communication.git を実行します

https://github.com/nishimoto265
https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-Communication
https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-Communication
https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-Communication
https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-Communication
https://github.com/nishimoto265/Claude-Code-Communication
https://github.com/nishimoto265/
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

 tmux 環境を構築します

multiagent のセッションをアタッチします

• ./setup.sh を実行します • tmux attach-session -t multiagent を実行します
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

 4つの仮想セッションがアタッチされました

 president のセッションをアタッチし、ClaudeCode を完全自律モードで起動します

• tmux attach-session -t president を実行します

• tmux send-keys -t president ‘claude –dangerously-skip-
permissions’ C-m を実行します
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

president から multiagent セッションの ClaudeCode を一括起動します

ClaudeCode が4つ起動されているのを確認します

• for i in {0..3}; do tmux send-keys -t multiagent:0.$i ‘claude –dangerously-skip-permission’ C-m; done を
実行します
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

president にプロンプトを投入して各セッションが動き出すのを確認します

完了したら、各セッションの処理内容を確認して評価します

• プロンプト『あなたはpresidenです。指示書に従って』
と入力します

• Bossから指示が出て作業開始していることを確認します
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エージェンティックAIツールによるAI駆動開発へ 数人によるアジャイル開発を置き換え

 数人によるアジャイル(スクラム)チームを、1名＋エージェンティックAI
開発ツール群で置き換える試みが多数行われています

 期待される生産性向上

単一の開発プロジェクトを置き換えると、生産性は3～5倍と言われています

12～20倍

５人のスクラムチームを置き換えると、最大4人分のジョブをAIが自律実行してくれ
るので…その生産性は従来比で：

 期待される次の進化は…

開発プロジェクトそのものの上流設計を実施して提案できるようになるか…

プロジェクト要素に分解、レイヤ化と並行化の最適化、ロールと優先順位の最適
化を実施した上で、タスク構造を提案し、オーケストレーションの半自動化を目指
すと想定しています



5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所
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これからのために リスキリングの暫定的な勘所

 経験1～2年のジュニアな開発者は不要になるのか？…

未経験者や経験が少ない者は入口にすら立てない、というジレンマを感じませんか？

コーディングはAIが代行してくれますが、それが正しく実行されたか確認する必要があ
り、AIが自律的にバグを是正できない場合は、あなたが肩代わりする必要があります

そのためには、従来の何倍ものスピードで学ぶ（学び直す）必要があります

 今までの学習法

知識取得重視

人に教わる、自習する

自ら手を動かすOJT

 AI時代の学習法

論理的判断を鍛えるためにAIを使う

AIを評価し指示できる力を身につける

AIとの壁打ちを納得できるまで回して学習

AIを同時に複数使い比較する



5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所
批判的思考力と適切なAI出力評価
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 生成AIの使用で、あなたの思考力と責任感が試されます

ハルシネーションの内包や発現

LLMの出力に誤情報や幻覚や解釈間違いが含まれていませんか？

バイアス形成や誤情報が拡散する可能性はありませんか？

リスク管理

コンプライアンス違反やセキュリティ違反になりませんか？

誰かが被害を受ける可能性はありませんか？

 生成AIの使用で、あなたの意思決定力が試されます

自動化ツールとしてのAIエージェントですか…

それを使い続けて、あなた自身の意思決定の質はどれぐらい高まりましたか？

それを使い続けて、あなた自身の意思決定のスピードはどれぐらい早くなりましたか？

批判的思考力と適切なAI出力評価これからのために リスキリングの暫定的な勘所
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 あなたの思考力や意思決定力をどのように高めますか？

 開発技術者必須の基礎学習は、AIとの壁打ちで効果的に学習できます

論理学、統計学、認知バイアス

開発プロセス（開発プロンプト、コーディング、ライブラリ利用、API利用、SQL、機能設
計/データ設計/非機能設計、リファクタリング、CI/CD、Gitなどなど）

 基本的な作業 (AIとの協働作業)

的確なプロンプトの作成して投入し、生成結果の複数ソースを検証(レビュー)します

AIコーディングエージェントの誤謬を分析して解決を促すようにするか、自ら解決します

 開発初心者はAI開発ツールに様々な課題でコーディングしてもらい、それを見て
学び、実行して検証方法を学ぶ…を納得するまで回すのが効果的です

批判的思考力と適切なAI出力評価これからのために リスキリングの暫定的な勘所



5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所

オーケストレーション能力

92



93

オーケストレーション能力これからのために リスキリングの暫定的な勘所

 従来、一定の規模や複雑さを持ったプロジェクトでは、オーケスト
レーション能力はPMOやアジャイルリーダーに必須でした

 現時点のAI開発ツールは、すべて自律的にやれるわけではないので、開発技
術者による設計、割り当て、調整などの作業が必要になります

以下について、その目的や役割や作業手順などをAIを利用して学習できます

最適なタスク分割と開発フローのケーススタディ

CI/CDパイプラインとリファクタリングのケーススタディ

AI開発ツールで指示⇒生成⇒評価を回して以下を進めてください

ルール(あるいはシステムプロンプト)の改善やレイヤ化

複数のAI開発ツールやAPI/アプリとの連携の可能性を検討

新しい連携ツールの発見や、新たに AIエージェントを開発する契機
になります



5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所

コンテキストエンジニアリング
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コンテキストエンジニアリングこれからのために リスキリングの暫定的な勘所

プロンプト『最近はなぜコンテキ
ストエンジニアリングが重要と言
われるようになったのですか？』

◼ Claude Opus 4
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コンテキストエンジニアリングこれからのために リスキリングの暫定的な勘所

 プロンプト『最近はなぜコンテキストエンジニアリングが重要と言われるようになったのですか？』

◼ Gemini 2.5 Pro
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コンテキストエンジニアリングこれからのために リスキリングの暫定的な勘所

 プロンプト『最近はなぜコンテキストエンジニアリングが重要と言われるようになったのですか？』

◼ Gemini 2.5 Pro
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コンテキストエンジニアリングこれからのために リスキリングの暫定的な勘所

 プロンプト『最近はなぜコンテキストエンジニアリングが重要と言われるようになったのですか？』

◼ ChatGPT o3
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コンテキストエンジニアリングこれからのために リスキリングの暫定的な勘所

 プロンプト『最近はなぜコンテキストエンジニアリングが重要と言われるようになったのですか？』

◼ ChatGPT o3



『AI は人間を置き換えないが…

AI を使う人間が、AI を使わない人間を置き換える』

100



ありがとうございました

101


	スライド 1: 最新のAI駆動開発と 開発者に必要なスキルセット
	スライド 2: 本日のアジェンダ
	スライド 3: 1. あなたの『脳』は大丈夫ですか？ 
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 2. 生成AIの劇的な進化 
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 3. バイブコーディングによるプログラム生成  
	スライド 20
	スライド 21: 3. バイブコーディングによるプログラム生成    プロンプト エンジニアリング
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33: 3. バイブコーディングによるプログラム生成    最新のAIコーディングエージェント
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45: 4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発
	スライド 46
	スライド 47: 4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発    MCPで多様な連携を促進
	スライド 48
	スライド 49: 4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発    プロジェクトの長時間自律走行
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79: 4. エージェンティックAIツールによるAI駆動開発    数人によるアジャイル開発を置き換え
	スライド 80
	スライド 81
	スライド 82
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85
	スライド 86
	スライド 87: 5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所    
	スライド 88
	スライド 89: 5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所 　　　　批判的思考力と適切なAI出力評価
	スライド 90
	スライド 91
	スライド 92: 5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所 　　　　オーケストレーション能力 
	スライド 93
	スライド 94: 5. これからのために リスキリングの暫定的な勘所 　　　　コンテキストエンジニアリング  
	スライド 95
	スライド 96
	スライド 97
	スライド 98
	スライド 99
	スライド 100: 『AI は人間を置き換えないが… 　AI を使う人間が、AI を使わない人間を置き換える』
	スライド 101: ありがとうございました

